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また、本田親徳が生前に唯一刊行した『耶蘇教審判』は明治 10 年代に生じた反キリ
スト教運動とキリスト教国教化の噂から、本田親徳が水戸学における反耶思想を基
礎として、キリスト教の倫理性を貶める目的で書かれたことに言及した。 
 佐野好則教授は、本田親徳という神秘主義的宗教者の思想と実践に国学からの視
座を与えることにより、宗教思想学的意義を与えたことを高く評価した。また、本
田親徳のコスモロジーにおける西洋天文学の受容について質問があった。並木から
の回答として、薩摩藩では、近世において、「薩摩暦」を独自に作成するなど、天文
観測に基づく暦官がいたこ、薩摩藩における高度な天文学教育の存在の可能性につ
いて、言及しつつも、本田の著作類からは、特定の天文学文献の推測は難しいこと
の説明がされた。 
また、Jeremiah Alberg 教授からは、西洋哲学研究において、重要な研究対象と研究者
の立ち位置の問題について、質問がでた。本田親徳および本田霊学を研究する上で、
様々な視座設定が可能となるが、本論文はあえて特定の視座設定を避けているので
はないかとの質問がだされた。並木からの回答として、宗教学における研究の視座
の基本として、宗教現象に接近しつつ、なおかつ客観的な考察をおこなうことが前
提としてあることについての説明がなされ、一部の先行研究における、本田霊学の
実践者による教学としての立場からの研究とはことなる比較宗教学の視座について
の説明がなされた。 
 本論文の執筆者である並木英子を交えた質疑応答の後、四人の審査員による審査
がおこなわれた。審査員全員に一致した意見として、本論文が先行研究では、証明
されなかった、平田国学からの影響を明らかにしたこと、そして、本田霊学の新史
料を利用した独自の研究であることから、野心的研究であり、本田霊学の宗教思想
学的意義を新たに提示した点を鑑み、充分に博士号を授与すべき学術的資質を備え
ているという評価を下した。そして、確信をもって「A」判定にて合格とするに至
った。 
